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実験教室は楽しい
天文学者がその道に進んだのは子供の頃の
プラネタリウムの体験だ，ということがあ
る。生き物の研究へのきっかけが水族館や動
物園での感動だったりすることもある。小さ
い時の楽しい思い出によってその子の将来が
決定づけられることがあるが，そうした楽し
さが実験教室にもある。眼の前で変化する。
不思議なことが起こる。見えなかったものが
見えるようになる。そうしたわくわくドキド
キが次の関心を生んでいき，そして将来の夢
は「科学者」。そうした道筋を期待させる楽
しさがあるのだ。
「理学の普及を以て国運発展の基礎をな
す」と100年以上前から言い続けている東京
理科大学であれば，他の大学に先んじて，そ
して回数も規模も増して，理科好きを，科学
への興味を喚
かん
起
き
する機会を作りたい。
けれど，実験教室の担当者は憂
ゆう
鬱
うつ
だ。まず
は裏話を聞いてほしい。
コスパの問題？
長万部地域社会研究部門の目的は，東京理
科大学長万部キャンパスがある北海道長万部
町の人口減少問題への対応だ。町の主たる産
業である水産業に関わる研究を中心として，
さらに町の社会環境などを検討する活動を通
じて，町づくりに理科大学として寄与した
い。そのメニューの一つに理科あるいは科学
の実験教室の試みもある。
長万部町の人口は2017年時点で6,000人を
切っている。東京ドームの収容人員が５万
5,000人。野球観戦では応援チームの内野席
でも町民だけでは埋めきれない。では，その
中の子どもの数はどうだろう。
2017年度，長万部の小学校は２つで，足し
ても生徒数はぴったり200名。中学校も１校
で103名である（2017年度，長万部町教育委員
会）。地方での実験教室は，まず「対象者の
少なさ」が開催のハードルになる。小学生向
けの実験教室は小学校に出かけての実施。人
気があって先着順で20名ほどの定員がすぐに
一杯になる。ところが中学生向けは夜の実
施。場所も大学の実験室。参加者は少ないと
数名。多くても10数名。「参加者がとても少
ない」と言われても仕方ない。
でも，対象となる子どもの数に対する
「率」にすると小学校では10％，中学生でも
数％。多いとやはり10％を超える参加者とな
る。もし，都内のキャンパスでの実施だった
ら，どの範囲までを「地域」とするかによる
けれど，100名を超える大規模な実験教室を
開いているのと同じだ。ちなみに，長万部町
の「長さ」は東京23区とほぼ同じ。だから，
長万部での実験教室の「効率」は良いと言え
るだろう。だけど，狙いは「多くの子ども
が」ってことなので，参加人数の多さという
「効果」は，都市部の方が圧倒的に高いのが
常になる。
地域貢献にかかわる活動には，こうした効
率とか効果の問題がいつもついてまわる。同
額の費用と手間暇を費やしても，どうしても
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都市部の方が「費用対効果（コス
パ）」が高いと評価される。逆に
言えば，地方で実験教室を開催す
る場合，「費用対効果」以外の理
由がある。「お金に替えられない
価値」というやつだ。
地方にも当たり前だけれども
「才能ある子ども」「やる気のある
子ども」，いわゆる無限の可能性
ある子どもがいる。全体の数が少
ないというだけで，それぞれの子
どもたちの可能性が開かれる機会
が少ないというのでは，政治的に
見ても公平でも正当でもない。もちろん，い
ち私立大学が日本全体の心配をする筋合いで
はないかもしれない。しかし，自分たちがキ
ャンパスを構え，お世話になっている地域に
対して「費用対効果」だけで活動を計るのは
何かが違う。
そこに「大学の責務」が登場する。なるほ
ど，大学は高等教育機関として学生に高い水
準の教育をする責務と，研究機関としてその
成員である教員が研究に励み，その成果を社
会の公共財とする責務とを持つ。だから，大
学の先生の仕事は教育と研究の２つだという
ことにもなる。ところが現在，故あって「地
域貢献」という３つ目の責務も大学は負って
いる，と言われるようになった。 長万部地
域社会研究部門の活動はこの３つ目の責務へ
の理科大なりの応答になっている。
大学は責務を果たすために，コスパとのバ
ランスをとりながら地域貢献活動をすること
になる。お金の話は生臭いのでこれ以上は控
えることにするが，ここにさらに「誰が実験
教室の実施を請け負うか」という問題が出て
くる。そこが大きな憂鬱の種なのだ。
先生なら誰でもというわけではない
大学の先生のお仕事は学生の教育と自分の
専門分野の研究だった。大学の責務に地域貢
献が加わっても，先生のお仕事としては優先
順位が低い。その証拠として，一般に，授業
を持たないとか研究をしない先生は「仕事を
やっていない」と責められるが，地域貢献に
携わっていないことでその先生が咎
とが
められる
ことはない。それに先生は自分の研究が好き
だ。だから，教育と研究に忙しい先生は，実
験教室を担当することを嫌がらないまでも，
その時間が持てないことが多い。逆に，実験
教室に携わっている先生は，地域貢献にそれ
なりの思いがあるだけでなく，ご自分の時間
をうまくやりくりしているはずである。
こうした「先生は忙しい」という背景か
ら，大学主催の実験教室は主に学生に任せる
ことになりやすい。学生の実験教室実施には
教育効果もあるから，先生の時間節約と一石
二鳥になっている。
ところで，大学が関わる実験教室をよく観
察してもらえると分かるのだが，実験内容に
は２つのタイプがある。１つは，先生の専門
を実験用にカスタマイズするやり方。これは
「研究室」単位で実施するケースで多い。理
科大が日本科学未来館で実施しているイベン
ト，あるいはオープンキャンパスでの実験コ
ーナーのほとんどがこの「研究室」タイプに
なる。２つ目は，その都
つ
度
ど
新たに企画する，
いわば「でんじろうタイプ」。これは特定の
中学生向け実験教室の様子　2017年
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研究室に限らない。「理科クラブ」とか，任
意の団体での実施などはこっちのタイプにな
る。長万部での実験教室もそうだ。
前者の研究室単位の実験教室は，向いてい
る研究室とそうでない研究室がある。先生の
研究はいわば最先端。やっている実験が素人
さんには分かりにくいものが多い。例えば，
現代科学の特徴の一つだけれど，大きな装置
やミクロを可視化する測定器が必須だという
実験（研究）は実験教室には向かない。装置
は場所を動かせないことが多いし，可視化さ
れ，数値化されたデータはなんのことだかま
ずは理解できない。その他，当の先生に実験
教室をやりたい気持ちがあっても，ご自分の
専門が実験教室に合わない，合うようにカス
タマイズしにくいという場合がある。
というわけで，先生なら誰でもご専門を応
用した実験教室ができるわけではない。
企画の工夫
参加者から見ると，どちらのタイプであっ
ても面白ければ良い，ということになるだろ
う。研究室タイプだと，最新の研究の一端に
触れられたり，他では見られない器具や試薬
が試せたりする楽しみがあるかもしれない。
対してでんじろうタイプは，参加者に合わせ
た企画にしやすいので，分かりやすく親しみ
やすい実験であることが多くなる。
だが，運営面から見ると，でんじろうタイ
プには特有の苦労がある。理科実験教室の実
施には大まかに，⑴ 企画，⑵ 予備実験・練
習，⑶ 設営，⑷ 実施，⑸ 片付け・反省と
いう行程がある。研究室単位だと，⑴が研究
室での研究内容の応用となり，だからこそ，
⑵，⑶も実績があり慣れてもいて，そうなる
と，⑷も比較的容易になる。大
おお
雑
ざっ
把
ぱ
に言っ
て，一から企画するでんじろうタイプよりも
実施しやすい。
加えて，学生に「一からの企画」を促す
と，ネットに頼って，そこで紹介されている
ものから選ぼうとする。しかし，そうしよう
とすると「空気砲」とか「ビリビリ電気」と
か「スライム」などなど，テレビでもどこで
もやっている企画が目につくことになる。最
先端の研究をカスタマイズする研究室タイプ
と比べて，企画が他とかぶってしまいやす
い。そうすると，一般にやっていない実験を
企画として探すことになるが，今度は安全
面，予算面，そして予備実験でうまく再現で
きないといった壁に突
つ
き当たることがある。
結局，学生も最初からオリジナルで企画し
た方が早いとなるのだが，オリジナルで作る
のは次の３つの点でそれなりの難しさがあ
る。⒜ 学生の知識・経験あるいはその応用
力の問題。⒝ 安全性の問題。そして，⒞ 費
用の問題である。すなわち，学生に企画を立
ち上げる知識や経験といった素養⒜がなけれ
ば条件を満たした実験は見つけられない。ち
なみに，学生にとって化学実験はイメージし
やすいが，物理，生物，あるいは地学は企画
がしにくいという傾向もある。安全面を度外
視すれば，薬品を反応させたり，燃やした
り，固まらせたりとかしたりするのが実験っ
ぽい。ところが，今回は詳述しないけれど化
学実験こそ安全の壁⒝が案外高い。また，せ
っかく企画が出てきても，それを実現する機
材がないとか試料（薬品や観察対象など）が
予算⒞を上回る額であるとなれば，やはり実
施は難しくなる。
かくして，一定の条件のもと，ネットのア
イデアを拝借したり，オリジナルをひねり出
したりしながら，でんじろうタイプの実験教
室の企画は実現されていく。教室の実現のた
めに，予算，試薬，装置などなど，どんな工
夫をしているかを観察・想像するのも実験教
室参加の楽しみの一つにしてもらいたい。
わくわくドキドキさせたい
工夫といえば，教室を実施する学生や先生
が一番頭を悩ませるのが「（原理の）説明」
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だ。みなさんは，今や当たり前となった科学
用語がいつ頃から使えるようになったか覚え
ているだろうか。毎年のように学生が説明に
困る用語が，例えば「酵
こう
素
そ
」。小学生はもち
ろん，中学生にもそれが何であるか説明が難
しい。あるいは「塩をかけると氷の温度がな
ぜ下がるか」との問いに，「凝
ぎょう
固
こ
点
てん
降
こう
下
か
」だ
の「溶
よう
解
かい
熱
ねつ
」だのといった概念を使わずに説
明するのは，実は大学の先生もあまり得意で
はない。「分かった！」というのも実験教室
の喜びの一つだけれど，理解を促す説明を作
るのにはそれなりの試行錯誤の時間が必要と
なる。分かりやすい説明を聞いたときには，
ぜひ拍手をしてやってほしいくらいだ。
もちろん実験の本性として，原理の理解に
関係なく手を動かすと楽しい，ということが
ある。皮肉なことに科学技術による便利さ
が，逆に日常のさまざまな現象に興味を持つ
環境を奪っている現代。部門の活動５年間に
限っても，小中学生対象に50種以上の実験を
実施したが，例えば遠心力（向心力）や摩擦
といった，いわば初歩的な原理に基づく実験
でもわくわくドキドキしてもらえる。あるい
は「糸電話」のような「手軽な実験」でさえ
経験したことがない小中学生はたくさんいる
ようだ。そこは，最先端を旨とし，厳密さを
追求する専門家からすれば，簡単だし不正確
だしで「科学じゃない」という見方もあるだ
ろう。だが，複雑で厳密な科学へは，入門し
てからで十分。まずはわくわくドキドキが何
より記憶に残るのに最重要だというのが，こ
れまでの実験教室での試行でもはっきりして
いる。
わくわくドキドキの点で，一つの小さな地
域ででんじろうタイプの実験教室を実施しよ
うとすると，先述の「それやったことある」
「それ知ってる」問題が出てくる。一度やっ
た実験は，極端に言えばその参加者が卒業す
るまでの数年は繰り返せない，となる。反面
教師は，人気のない（失礼！）地方の科学館
だ。展示がマンネリ化し，いつ行っても同じ
ものしかなく「役目を果たせない」というこ
とがある（あった）。やはり「新鮮さ」は，
実験教室体験で重要な「驚き」「不思議さ」
に不可欠な要素。そして，大学１年生しかい
ない長万部のように，先輩からの引き継ぎや
教育がない実験教室実施チームでは，マンネ
リ化しない配慮の任はまたしても先生の仕事
になる。たとえ，実験教室で必要な行程のほ
とんどを学生に任せたとしても，企画の精査
とそこでの安全管理はどうしても先生の手が
必要だ。かくして，ここで最初の「先生は忙
しい」問題に戻ることになる。
憂鬱はきっと晴れる
忙しさは実験教室担当を先生が躊
ちゅう
躇
ちょ
する一
番の理由である。そうやって理科教室全体の
数が減れば，地方での開催はその分少なくな
る。しかし，だからこそ先生方には，坦々と
タントウシャの座を狙ってほしい。忙しさに
は，それに対する工夫もあるし時
じ
宜
ぎ
もある。
今でなくともいつかは，というスタンスでい
てほしい。だって，タントウシャになれるこ
とは，大学の先生の一つの特権。その知識と
能力とがある先生にしかできない。
そして，同様に，生徒さんたちには機会あ
るたびにどんどん参加してほしい。この原稿
を読んだ人は，実験がどのタイプなのか，そ
してタントウシャたちが参加者をわくわくド
キドキさせようと，どのくらい企画や説明に
工夫しているのかといった舞台裏を想像して
いっそう楽しめるはずだ。タントウシャにと
って，実験教室が楽しく思い出深いイベント
になればなるほど，参加者たちに，そしてそ
の地域に貢献できたことになる。楽しんでい
る姿，そして地域への実質的貢献によってタ
ントウシャの憂鬱も晴れていく。
部門の活動で得た結論は，実験教室はタイ
ヘンだけれどもそれ以上のやりがいがある，
という至極当たり前のものだったのである。
